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報告のしかた 

 

１．テキストの報告 

（１）レジュメ（レポート）をつくる 

・テキストの指定範囲について、数回読み、要点と疑問点・論点（興味深かったことや自

分の意見）を記録したレポートまたはレジュメ（フランス語の résumé：要約、概要、あ

らましなどの意味）をつくる。 

・そのファイルをゼミ生全員＋教員に配布（配信）する。 

（２）レジュメには何を書くか 

・まず、章・節などのタイトル、報告するときの日付、報告者名を書く。 

・要点の箇所では、項目や小見出しなどはテキストのとおり書き出し、著者の主要論点に

ついて、キーワードや簡潔な文章で表現する。矢印（→）などを使用して論点をキーワ

ードを含む簡潔な文章でつないで示すと、わかりやすい。 

・A4 用紙 2 枚以内の分量がよい。字の大きさはワードの初期設定である 10.5 ポイント以

上にする。 

 

２．見本 

第 3章日本の IT汚染 第 2節製造業の汚染問題 

2021年 4月 13日 谷川きよし 

（１）製造業の汚染問題（←節ないし項目のタイトル） 

○都市再開発と土壌汚染（←小見出しタイトル） 

・日本全国で市街地の工場跡地やバブル地上げ後に放置された空き地を再開発する動き。 

 目的…都市での公共事業を経済活性化への起爆剤に使う。 

 問題…工場跡地や廃棄物処理場跡地などの土壌・地下水汚染 

               ↓ 

・汚染用地をもった会社は、いわば、「製造業の不良債権」を抱えたままとなって、土地取

引や再開発の大きな妨げとなる。 

・解決策…アメリカのスーパーファンド法のような有害廃棄物汚染地の浄化を定めた法体

系が必要 

（２）携帯電話と IT汚染―福井県の地下水汚染 

 

論点・疑問点 

・再開発の妨げとなる汚染用地に対してどのような解決策があるか（100頁、3行）。 

・汚染土壌の浄化費用負担ルールの明確化と土地利用制限の前提となる基準の確立の提起

は進んでいるのか（105頁、5～6行）。 
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２．新聞記事の発表のしかた 

・最近（この 1 週間くらい）の新聞記事で興味を持った記事を取り上げて、内容紹介と自

分の視点からコメントを行う。 

・当該の記事の部分を A4用紙にコピーし、余白に記事の論点と疑問点等のコメントを書き、

印刷する。→配布する新聞記事のコピーには、次のように、新聞名、新聞の日付、発表

者の氏名を書く。 例）日本経済新聞 2003年 4月 23日朝刊  竹内晴夫 

 

（サンプル） 

 

  

論点）・日経平均終値、バブル後安値に迫る 

・株安の要因としては 1つの要因ではなく複合的な要因。 

 疑問点）・用語…終値、自社株買い  

・日経平均を上昇させるにはどんな政策をとるべきか。 


